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盛土に伴う篠崎公園樹木の取り扱いについて

〇病気や腐朽により健全度が低い樹木
樹形・樹勢が悪く生育不良の樹木

〇移植先での枯損のリスクが高い幹周150cm以上の大径木、老木
〇根の活着率が低く移植先で衰退する可能性が高い樹木
〇外来種、実生木（植栽したのではなく勝手に生えた木） 等

〇健全に生育している幹周150cm未満の樹木
活着率が高く、移植先で枯損するリスクが低い

移植に適さない樹木

移植する樹木

篠崎公園の樹木の特徴
〇大径木、老木が多い
→移植作業の困難（樹木の重量増）
活着率が低く、枯損のリスク

○根が水平に広がり、根上がりが発生
→移植作業の困難（根鉢の巨大化）
支持力が低く、強風等による移植先での倒木のリスク

○樹木が密生している
→移植作業の困難
（周辺の樹木と根が絡む、作業場所の確保）

根上がりが発生し、根が浅い

高台化事業により影響を受ける篠崎公園内の樹木には、一本一本に樹木診断を行った上
で、取り扱い（移植や伐採）を判断しています。
※樹木診断とは…樹木医の有資格者が樹木の健康状態を診断するもの。

腐朽が進んだ樹木の根株 樹木の根元に発生した菌類 幹が傾いている樹木

健全な樹木（移植対象）

実生木（勝手に生えた木）

健全な樹木

水平、垂直に根を張る

（粘土層）

篠崎公園の樹木

水を通しにくい層を根が避ける

根鉢
（移植のために作る土塊）

植穴
（根鉢を作る作業上、
掘削が必要な範囲）

水平方向の根の広がりに対して、
地中深くに根が伸びていない


